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　ۙ年、記録的なॵや大型風、集中߽Ӎがස発するなど、世界的な気ީ変ಈは
危機的なঢ়گにあります。こうしたঢ়گを౿まえ大和市は、令和4年4月に「大和市
気ީඇৗ事ଶએݴ」をද໌しました。気ީ変ಈの要ҼとされるٿԹஆ化に対ॲす
るため、持ଓՄなまちづくりを進めています。
ঢ়のほか、日ʑの暮らしのݱのݮでは、Թ室ޮՌΨス߸ࠓ　
中でできるૉのۙなऔりみについてご介します。

らしとͭͳがるૉアクション「σί活」はこの΄かにもあります。
ٿに༏しい生活にͭいて考͑てみませんか。

必要な食べ物を必要な分だけ。食品ロスの
削減でごみが減ります。

衣類は長く着られるものを。長期間の利用
で廃棄量を少なく。手放すものはリサイク
ルへ。

宅配便の再配達で生じる排気ガスを削減。
受け取り時間の指定や宅配ボックスなどの
活用で自分の時間も大切に。

水をお湯に変えるにはたくさんのエネル
ギーが必要です。節水型シャワーヘッドへ
の付け替えでガス・水道のコストを削減。
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ɹら͠のதͰのͪΐͬͱͨ͠औΓ組ΈからͰもɺԹࣨޮՌΨεのݮʹͭͳ͛てい͘͜ͱ
͕Ͱ͖ます。ࠃͳͲͰは͜͏ͨۙ͠ͳऔΓ組ΈΛࢦす௨শ「σί׆˞」Λ紹介͠ɺҰਓҰਓ
͕ૉʹけͨ৽͠い๛かͳੜ׆ΛૹΔ͜ͱΛקΊています。
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DPʣΛ組Έ合わせ 「ͨσί」の׆ಈ。

ɹࢢはɺॅࡏݱ用ଠ陽ޫ発電設備電
ɺ೩料電（ΤωフΝーϜ）のઃஔʹର͠て
ิॿۚΛ͠څࢧています。まͨɺݝͰも�
ͨΓのిؾ͕͓ಘʹͳΔ「̌円ソーラー」
Λ紹介͠ています。ิॿのཁֹ݅ۚͳͲৄ
͘͠は各ホームページΛ͝らΜͩ͘͞い。
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暮らしの中の脱炭素 
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温室効果ガスの排出状況（部門別）
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